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創造的思考力を伸ばす教材とその指導法の実践的研究

…基礎的計算力の調査分析…

樋田正美・井上正允。熊倉啓之・佐藤和孝

長野 東・深瀬幹雄・吉井洋二

1．研究の目的

本校数学科では毎月7月上旬に，中学生全学年を対象として計算力調査を行なっている。そ

の目的は次にあげる通r）である。

（1）基礎的な計算力の定着度を調べ，その結果をもとにカリキュラム作成の資料とする。

（2）毎年，また全学年，同一問題で調査することによ－），同一生徒の学年進行に伴う計算力定

着度を調べる。

（3）継続的に調査し，データを蓄積していくことで，年度毎の計算力を比較し各年度の特色を

つかむと同時にその推移を調べる。

（4）定着度と同時に誤答を分析し，各年の誤答，あるいは各学年の誤答を比較することによっ

て，今後の指導にフィードバックする。

本校ではこの他に中学・高校の新入生を対象とした計算力調査も行なっており，この調査結

果と比較し考察することもできる。

2．調査方法

毎年7月上旬に全学年仝クラスー斉に同一問題で行なう。問題内容は中1～中3の問題を中

心に，一部小学校，高校初級の問題からなる。問題数は35題で，時間は50分である。

採点は自己採点法で行ない，マークシートに誤答パターンを記入した後，コンピューター処

理をする。
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3．調査結果と考察

調査問題と調査結果を以下に示す。調査結果ほ研究の目的（2ト（4）に基づき，3つの観点から

まとめてみる。

〔1〕調査問題

分野 問 題 中1 中2 中3

有

理
数
グ）

計
算

（1）2号×0・75－1吉÷1・5○ ○ ○

（2）48－28÷（－4） ○ ○ ○

（3）－5×（一2）－（…3）2 ○ ○ ○

虫正

理

数

の

計

算

（4）3′5－4ノラ＋2′5…3′テ （⊃

（5）ノ了鳶…′百石＋ノ言喜 ○

1
（6）パー7雷 ○

（7）議＋涛
（8）／㌻汚；有…′訂巧フ菅

整

式

の－

四

則

計

算

（9）4α＋7ムー5α＋占 ○ ○ ○

（畑 6α（2α一5占）＋占（3α－5ム） ○ ○

（11）一重二女一重二坐
5 4

○ ○

（12）（12α2占…6α占）÷6α占 ○ ○

（13）（3ズ＋2）（2ズー7）＋（2ズ十1）2 ○

（1心（ズ＋〃－2）（ズ…〟＋2）

く注〉右欄の○印は，調査時において既習事項の問題であることを示す。（年度によって多

少変動することもある）
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分野 問 題 中1 中2 中3

式

の

値

（i5）αニ3，占ニー2，C＝－1
○ ○ ○

のとき占2…4αCの値

（16）3∬－2＝0のとき
（⊃ ○ ○

9ズ2－6ズー1の値

（17）ズニ1－′喜のとき

ズ3－2ズ2－∬＋3の値

因

数

分

解

（鳩14ズ3…21ズ2－7∬〟 ○

（畑 ズ2＋4ズー5 ○

伽）6ェ2…11ズー10

（21）ズ2－2〝2＋ズ〟＋〟Z－Zズ

次

方

程

式

（22）4ズ＋3＝－乙r＋12 ○ ○ ○

（23）（言ご孟三5（⊃ ○

（2心（竺£㌣孟聖＿8○ ○

次

方

程

式、

（Z5）ズ2ニ9 ○

（26）（3ズー2）（ズ＋1）＝0 ○

（27）∬2－8ズ＋12＝0 ○

（28）2ェ2冊3ズー1＝0 ○

（Z9）（ズ2一方）2－5（ズ2一ズ）＋6＝0

三次
方程式

（細
ズ3－3ズ2＋4∬－4＝0

次
不

等
式

（3i）3∬－4≧6ズ＋8
○

（32）（…；二…≡J3○

哀
不

83）（ズー2）（∬十1）＜0

（34）d＞0
等

式

∬

（姻 ズ2－3ズー4≦0

－
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〔Ⅰり学年進行に伴う定着度（S．58～S．60実施）

37期学年進行集計表（数字は％）

分
野

問 題
正 答 率 誤 答 率 奴 答 率

1年次 2年次 3年次 1年次 2年次 3年次 1年次 2年次 3年次

有
ヨ塑

数
計

算

（1）2号×0・75－1去÷1・5
76 87 90 23 10 10 2 3 0

（2）48－28÷（－4） 83 91 93 17 8 7、 0 1 0

（3）…5×（一2）－（－3）2 90 90 97 8 9 3 2 1 0

無

理
数
の

計

一算

（4）3′百－4′ラ＋2′言－3v巧 17 42 97 20 18 3 63 44 0

（5）／福一′両＋′詭 4 31 92 24 13 8
…

72 56 0

1
（6）乃一頂 10 22 81 13 17 13 77 61 6

（7）盲烏＋盲二競
2 12 51 14 14 24 84 74 25

（8）／吉子豆二百】′豆二乞フ管 1 2 25 16 14 23 83 84 52

磐
式
の

四

則
計
算

（9）4α＋7ムー5α＋占 85 96 94 14 3 6 1 1 0

（iO）6α（2α－5占）＋ゐ（3α－5占）30 83 88 46 14 11 24 3 1

（11）塾㌘－塾二戯4
28 53 65 54 44 34 18 3 1

（12）（12α2－6α占）÷6α占 39 75 85 41 21 12 20 4 3

（i3）（3ズ＋2）（2ズー7）＋（2こじ＋1）25 59 74 54 36 20 41 5 6

（14）（ズ＋〃－2）（ズー〝＋2） 10 44 51 44 40 34 46 16 15

式

の

値

（1封言だ左三言‾2，Cン1のとき
88 90 96 11 9 4 1 1 0

（拘三三ご志望とき
74 81 85 21 13 11 5 6 4

（恥芸だ去控㌶き
2 6 35 9 20 41 89 74 24

因
数

分
解

（瞞14∬3－21ズ2叫7ズ〝 6 48 68 25 21 14 69 31 18

（19）ズ2＋4ズー5 3 80 88暑23 15 ユ1 75 5 1

（20）6ズ2－－11ズー10 3 28 63 19 26 19 78 46 18

（21）ズ2－2〝2＋ズγ＋〝Z－Zズ 3 12 32 17 、11 18 81 67 50

次

方

程
式

（22）4こ℃＋3＝∴2ズ＋12 72 91 91 18 6 9 10 3、 0

（23）〈言か宗5
68 84 93 8 12 7、 24 4 0

（24）〈空去㌣宗＿8
43 68 83 7 23 16 50 9 1

哀
方

程
式

（2勃∬2ニ9 10 19 65 87 75 35 3 6 0

（Z窃（3ズー2）（ズ＋1）ニ0 10 35 90
、58

42 6 33 23 4

（27）ズ2…8ズ＋12＝0 7 46 93 58 30 、5 36 24 2

（28）2ズ2－3ズー1ニ0 0 16 69 33 26 22 67 58 9

（29）（∬2－ズ）2－5（ズ2－ズ）＋6＝00 5 44 27 32 30 73 63 26

三次方 伽）∬3－3ズ2＋くk…4ニ0 0 2 ユ1 27 22 28 73 76 61

一次

不等式

（31）3こ℃－4≧6ズ＋8 14 39 78 27 24 19 59 37 3

（32）ほ工芸至J3
8 35 80 10 15 16 82 50 4

哀
不
等

式

（3劫（∬－2）（ズ＋1）＜0 0 13 44 31 29 41 69 58 15

（34）d＞0
ニー

1 4 16 41 44 67 58 52 17

（35）ズ2、一3こ℃…4≦0 0 9 38 23 22 45 77 69 17

ー
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〔m〕同学年の計算力の比較

① 中学1年

申1 年度別集計表（数字は％）

分
野

問 題
正 答 率 誤 答、率 無 答 率

58年 59年 60年 58年、 59年 60年： 58年 59年 60年

有
理

数

・計
算

（1）2号×b・75－1喜÷15ン、
76 89 93 23 10 7， 2ミ

′
1′

．0

（2）48冊28÷（T4） 83 白2 89 17 6
ハ

11 0
∧

2 0

（3）－5×（【2）一（－3）2 90 86 93 8 13 7 2
、、1

0

無

理
数
の

計
算

（4）3′菖－4′テ＋2、／巧－3′テ 17 11 16 20 ′13 16 63． 76、二 68

（5）′福一′5石＋′詑 4 4 7 24 17 19 72 79 74

1
（6）／ラ肝頂 10 3 0 13 15′ 24 77 82 ン 76

（7）議＋音素
2・ 0 0 14 6く 12 8J皇 94 88

（8）′前石有－ノ乍＝盲こ万 1 2 1 16 7 ン、、13 83 91 86

婆
式
の

四
則

計
算

（9）4α＋7占…5α＋ム 85 80 88 14 17 10 1 3 2

（1ゆ6α（2α－5占）＋占（3α【5あ）30 40 30 46 48 28 24 12 42

（ll）迦二良一旦虹二郎
5 4

28 32 25 54 54
、46

18 14 29

（12）（12α2【6αゐ）÷6α占 3白 32 25 41
、6畠

38、
、2bミ。′15

37

（13）（3∬＋2）（2ズー7）＋（2ズ＋1）25 8 7 54 61 38 4、1
ノ31

55

（14）（ズ＋〃一2）（ズー、㌧〟＋2）10 14 7 44 26 19 46 60 74

式

の

値

（1頸α言聖宏一2，Cン1のとき
88 67 78 11 30 20 1・ 3 2

（姻…芸ご芸当とき
7く4 50 53 21 36 33 51 14、 14

（17）芸だ完控㌶き く2 －0 1 9 8 10 89 92 B9

因
数

分

ン解

（畑14∬3－21∬2－7ズγ 6 7 5 25 26 7 69ン 67 二 88

（19）ズ2＋4ズー5 3・ 3 3 23 22 8v 75 75 89

（20）6ズ2－11ズー10 3 1 3 19 19 5、 78 ▲80′ 92

（21）ズ2－2〝2十∬〟＋〃Z一之ズ 3 0 1 17 18 4 81 82 95

次

方
程

式

（22）4∬＋3＝－2∬＋12 72 73 70 18 20 14 10よ 7、 16

（か〈書か完ゝ5
68 64 61 8 20 13 24′ 16 26

（24）〈空£繁宗…8
43 37 38 7 28 17 50 「35 45

哀
方∨

程
式

（2勃ズ2＝9 10 1b 3 87 87v 92、 3 3 5

（姻（3ズー2）（∬＋1）ニ0 10、 19 10 58 55 48 33 26 42

～（27）ズ2－8∬＋12＝0 7
、5

2 58 65 5v3 36 て30、 45

（Z勾2こと2－3∬－1ニ0 0
′0、

0 、33 53、 26
、67

47 74

（2鋳（∬2－∬）2－5（㌔－ズ）＋6＝00 0 0 27 37
二二≒1〉773 63 83

三次方 （細ズ3■－3ズ2＋4ズー4＝0 0 0 0 27 33 22 73“
v
6、7 78

一次

不等式

糾）3ズー4≧6二r＋8 14 12 19 27 21 24 59 ′、67
、57

¢みほ三吉き；3、
8 12 13 10 13 21 82 75 66

哀
不

等
式

（33）（ズー2）（ズ＋1）＜0 0 1 0 31 34 34 ′69
、66、

66

（34）旦ジ＞0
19 1 1 41 42 51

∧～58 5ウ 48

（姻ズ2－3∬－4≦0 0 2 1 23 21 25 77 77 74

ー
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② 中学2年

中 2 年度別集計表（数字は％）

分
野

問 題
正 答

く率
誤 答 率 触 答 率

58年 59年 60年 58年 59年 60年 58年 59年 60年

有

理
数

計
算

（1）2号×0・75－1喜÷1・5
83 87 91 17 10 8 0 3 1

（2）48－28÷（－4） 85 91 93 15 8 7 0 1 0

（3）－5×2w（－3）2 93 90 93 7 9 7 0 1 0

重症

壷
数
の

計
算

（4）3′百－4′テ＋2′5－3′テ 31 42 29 10 18 7 59 44 66

（5）／一高w′両＋／言喜 18 31 20 16 13 9 66 56 71

1
（6）乃一7誉 17 22 12 17 17 16 67 61 72

（7）議＋す＝玩
8 12 8 9 14 9 83 74 83

（8）′前石菅－′許：乞フ管 8 2 1、 13 14 8 80 84 92

整
式
の

四

則
計
算

（9）4α＋7∂－5α＋占 97 96 97 4 3 3 0 1 1

（10）6α（2α一5占）＋占（3α－5あ）89 83 90 11 14 9 0 3 1

（11）塾㌘一旦旦二鎚2
71 53 78 29 44 19 0 3 3

（12）（12α2－6α占）÷6αゐ 89 75 79 11 21 16 0 4 5

（1却（3ズ＋2）（2ズー7）＋（2ェ＋1）253 59 45 47 36 42 1 5 13

（l朝（∬＋〟…2）（ズー〝＋2） 73 44 45 28 40 20 0 16 35

式

の

値

（均冨だ左三言【2，C＝】1のとき
90 90 92 10 9 8 0 1 0

（16）喜；だ完笥とき
82 81 75 14 13 16 4 6 9

（17）芸ヨ去控詫き
7 6 8 18 20 11 76 74 81

因

数
分
解

（18）14ズ3－21ズ2－7鞘 57 48 36 17 21 7 27 31 57

（19）ズ2＋4ェー5 86 80 34 13 15 6 2 5 61

（2¢6ズ2－11∬…10 68 28 24 28 26 6 5 46 71

（21）ズ2－2〝2＋ズ〝＋〝Z－Zズ 10 12 11 20 11 7 70 67 82

次

方

程
式

（22）4こじ＋3＝－2∬＋12 90 91 97 10 6 2 0 3 1

（23）〈書か宗5
95 84 88 5 12 11 0 4 1

（24）〈聖£苧宗】8
90 68 80 10 23 15 0 9 5

哀
方

程
式

（29ェ2＝9 18 19 48 82 75 51 0 6 1

（姻（3ズー2）（ズ＋1）＝0 32 35 24 49 42 37 19 23 40

（27）ズ2－8二℃＋12＝0 29 46 22 54 30 43 17 24 35

（Z8）2ズ2－3∬【1＝0 7 16 8 47 26 23 こ 47 58 69

（2幼（ズ2一方）2－5（ズ2－ズ）＋6＝05 5 4 25 32 13 70 63 83

三次方 （30）ズ2－3∬2＋4ズ…4ニ0 3 2 1 32 22 17 65 76 82

一次
不等式

（31）3こ℃－4≧6∬＋8 36 39 84 39 24 6 25 37 10

¢2）㍑三三きJ3
35 35 68 16 15 20 49 50 12

戻
不

等
式

（33）（ズW2）（ェ＋1）＜0 14 13 9 42 29 36 44 58 55

伽）d＞0
二℃

6 4 3 54 44 53 40 52 45

8勃エ2－3こ℃…4≦0 7 9 7 41 22 32 53 69 61

ー
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③ 中学3年

中 3 年度別集計表（数字は％）

分
野

問 題
正 答 率 誤 答 率 無 答 率

58年 59年 60年 58年 59年 60年 58年 59年 60年

有

理
数
計

算

（1）2号×0・75－1喜÷1・5
83 90 90 17 8 10 1 2 0

（2）48－28÷（－4） 92 95 93 8 4 7 0 1 0

（3）－5×（－2）－（…3）2 93 98 97 7 1 3 0 1 0

無

理

数
の

計
算

（4）3′5－4ノラ＋2ノ盲－3′テ 93 95 97 6 4 3 1 1 0

（5）′了否一′両＋∨／言喜 90 96 92 9 3 8 1 1 0

（6）／ラー浅
83 93 81 15 6 13 3 1 6

（7）議＋言方
73 65 51 24 32 24 3 3 25

（8）／宮子乞フ亨－′き二二乞フ亨 26 11 25 38 34 23 37 55 52

婆

式
の

四
則

計
算

（9）4α＋7あー5α＋占 98 99 94 2 0 6 0 1 0

（10）6α（2α一5占）＋あ（3α－5占）87 86 88 13 12 11 1 2 1

（＝）塾㌘一重二坐4
80 81 65 19 18 34 1 1 1

（12）（12α2－6α占）÷6α占 93 93 85 7 6 12 1 1 3

〉（13）（3ズ＋2）（2ズー7）＋（2ズ＋1）285 79 74 14 19 20 1 2 6

（畑（ズ＋〟－2）（∬一〟＋2） 65 68 51 33 29 34 2 3 15

式

の

値

（1封冨だ左まデー2，C＝－1のとき
95 96 96 5 3 4 0 1 0

（柑）…芸だ芸当とき
87 83 85 13 16 11 1 1 4

（i7）三戸完β㌶き
41 48 35 52 34 41 8 18 24

因
数

分
解

（18〉1くk3－21∬2…7ズ〝 75 79 68 17 17 14 8 4 18

（19）ズ2＋4二r－5 92 89 88 7 10 11 2 1 1

（2ゆ6ズ2－11ズー10 85 85 63 13 14 19 2 1 18

（21）ズ2冊2〝2＋ズ〟＋〝Z－Z∬ 51 38 32 16 19 18 33 43 50

次

方
程

式

（22）4ズ＋3＝－2ズ＋12 98 97 91 3
つ
∠J 9 0 1 0

（23）〈言㌘完±5
95 92 93 5 7 7 1 1 0

伽）〈空£苧宗…8
83 96 83 16 2 16 1 2 1

哀
方
程
式

（2勃∬2＝9 79 49 65 21 50 35 0 1 0

（2ゆ（3∬一2）（ズ＋1）ニ0 94 91 90 5 8 6 1 1 4

（27）ズ2－8こ℃＋12＝0 97 93 93 3 6 5 1 1 2

（28）2∬2－3こ℃－1＝0 73 72 69 21 20 22 6 8 9

（2功（∬2－ズ）2－5（ズ2－ズ）＋6＝039 33 44 35 33 30 26 34 26

三次方 （30）ズ3－3∬2＋4ズー4ニ＝0 20 11 11 43 26 28 38 63 61

一次
不等式

（31）3ズー4≧6ズ＋8 83 76 78 14 21 19 3 3 3

（32）ほ工芸喜J3
84 79 80 10 17 16 6 4 4

哀
不
等

式

（33）（∬－2）（∬＋1）＜0 31 45 44 49 43 41 20 12 15

（34）d＞0
∬

16 9 16 68 73 67 19 18 17

但封∬2－3∬仰4≦0 17 38 38 58 42 45 26 20 17
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〔Ⅰり学年進行に伴う定着度について

（丑有理数の計算（（1ト（3））については，中1で習うが，学年進行に伴い確実に正答率は

上昇している。これは計算力が着実に定着していることを示している。

② 無理数の計算でほ中3で習った後に正答率が上がっていることがわかる。

③ 整式の計算七、は（9ト（12）が中2で学習するが，いずれも，中2に比べ，中3の方が正答

率は高い。（定着が見られる）しかし，（11）の正答率が他に比べやや低く，再度の指導を

必要とする。

④ 因数分解では，既習後でも（19）に比べ（1めの正答率が低い。共通因数でくくるという操作

の定着率は低いようである。

⑤（25）の2次方程式ズ2＝9の正答率が低い，これはaズ2十bズ＋c＝の形でないこともあり，

解の公式や因数分解による解法を考える前に，あてはめによF）安易に正の解のみを見い

出せるからであろう。

〔ⅠⅠⅠ〕同学年の計算力の比較について

（∋ 有理数の計算は，年々正答率が上昇の傾向にある。入試の勉強の影響があるかもしれ

ないが，もう少し長期に渡って調べてみないとはっきりしない。

② 無理数の計算や方程式・不等式など，末習事項の正答率，つまを）先取l）学習の傾向は

年々減少しているようである。

③ 因数分解の力が，年々減少の傾向にある。

以上気がついた点について述べたが，その他はあまり差異は見られない。上に述べたことは，

3年間を比較したに過ぎないので，いずれもはっきりとしたことは言えない。この考察に関

しては長期に渡る継続的調査を必要とするであろう。

ー
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〔Ⅳ〕誤答分析

誤答分析表（60年度調査）

問 題 正 答 誤 答
誤答率

誤 答 の 内 容 及 び 分 析
中1 中2 中3

（1）2号×0・75－1去
÷1．5

7

首

主Z
6

2 0 1

2＋言（符号の間違い）
1
す 1 0 1

1喜÷1・5＝喜×号→喜（約分の間違い）
1
首 0 0 0

（2号×0－7＝去）÷1・5（計算の順序の間違い）
1

盲 0 ′4 1

2号＝2×号と計算
土
8

0 1 1

÷1・5ニ不言と計算
旦蔓
12

0 0 0

÷1・5ニ×去と計算
その他 4 3 7

無 答、 0 1 0

（2）48－28÷（－4）55
41 7 4 4 48－7（符号の間違い）

56 1 1 1 48＋7＝56と計算

76 0 0 0 28÷（－4）＝7×（－4）と計算

52 0 0
、0 28÷4ニ4と計算

－5
0 0 1 （48－28）÷（－4）（計算の順序の間違い）

その他 3 2 1

無 答 0 0 0

（3）一5×（－2）叫

（－3）2

1 4 1 0 1
－（－3）2→－（－3×2）ニ6と計算

19 2 1 0 ー（－3）2→ト（－3）を2＝9または
ー（－3）2ニー（－32）＝9と計算

－35
0 0 0

－5×i（づ卜（づ）2ぎ，卜3）2＝－32と計算
37 0 2 0

ー（づ）2＝－（－3）2と計算

－19 0 0 1
－5×（一2）＝－10と計算

90 0 1 0
－5×（－2）×（一3）2と計算

－90 1 0 0
－5×（十2）×ト3）2，卜3）2＝一32と計算

その他 3 3、 1

無 答 0 0 0

（4）3′百－4ノラ＋

2′言－3′テ

5′言－7′テ
冊／玩

1 1 1 幼宗留ニ′荊，
－2

1 2 0

－218
0 0 0 ′盲ニα2と計算

′菖－7′テ 1 1 0 3v巧－2ノ言（符号の間違い）

5v巧－′亨 2 0 0
－4′7十3ノラ（符号の間違い）

7（ノち－′汁0 0 0

ー′i両 0 0 0
′盲±′盲二′荊

ー′左＝－′石と計算
その他、 10 3 2

無 答、
、68

66 0

ー 37 －



問 題 正 答 誤 答l
誤答率

誤 答 の 内 容 及 び 分 析
中1 中2 中3

（5）′福一′両＋

′ララ

2′豆
0 12 3 2 ′諭＝ノ右耳‾占（18－50＋32）と計算

冊1152 0 0 0 ／忘＝α2（182－502＋322）と計算

3′喜一5／ラ
＋4／ラ

0 1 0

6′豆 1 0 0 3、／ラー5′豆＋4′豆（3－5＝2と計算）

2′き一′云 0 0 0 ′詔＝2ノ3と計算

2′喜一2v巧
＋2ノ盲

0 0 ユ ′詭＝／豆ヌー石ニ2′逐と計算

その他 6 5 5

無 答 74 71 0

1
（6）パー頂 実 ′書 1 0 2

滋±わニ／荊（乃一々＝何と計算）
1または－1 2 4 1

／誉×卜か計算したか，通飢て分母を忘れた
3吾

0 0 0 ㍍三α2（4一書と計算）
乃w∠亘2

0 1 1 」冊甥と有理化しただけ′喜…

…誘
1 0 0

∠亘二旦
′喜

0 3 0
不正確な通分（α一三旦ま）

その他 20 8 9

無 答 76 72 6

（7）議＋
1

す二7亨

旦±∠亘±β
2

12

23
0 0 0 去十志と計算（㍍ニα2）

1 1 0 1

盲去＋謹テと計算（書写7き蒜張れ）
5一月一㍉

6－3／喜一2／テ＋佃
0 2 2 通分しただけ

虹血空
2

0 1 3 旦ヂ十旦ヂと計算仁義＝甜
也ク

2
0 1 3 響＋旦ヂと計算（〃）

1＋2′喜…′テ
4

0 0 0 ㌍冨＋毛賀と計鴫去＝駕笥
その他 11 5 16

無 答 88 83 25

（8）仰…
′云二言；腎

2 0 2 0 2

（詫び諾謹言）と計算
′石膏 2

、2
2 ノ3＋272…（3－2′ラ）と計算

（／′ ）

4′喜 2 1 3 上と同じ考えで√の書き忘れ

2′喜 0 0 1 ／盲二言二有＝1一′豆と計算

2花有 0 0 3 1洗缶r所と計算
1 1 1 2

2′i 0 0 0

その他 7 4 11

無 答 86 92 52
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問 題 正 答 誤 答
誤答率

誤 答 の 内 容 及 び 分 析
中1 中2 中3

（9）4α＋7ぁー5α＋占－α十8占 …α＋6占 5 2 1 4α＋7ぁー5α－占と計算

－1α＋6占 0 0 0 （－1×α＝冊1α）

6ムー5α 0 0 0

α＋8占 1 0 2 4α－5α＝αと計算

－1α＋8占 0 0 0
…1×α＝－1α

その他 5 1 3

無 答 2 1 0

（iO）6α（2α－5占）＋

占（3α－5占）

12α2－27α占

－5ム2

12α2－30α汁3α占

－5あ2と展開して
あとをまとめない

0 1 0 展開しただけで，同類項をまとめない

12α－27αムー5ふ

12α－27αムー5が
12α2－27αムー5占3

2 0 0 6α×2αニ12αと計算

12α2－27α占＋5㌔1 0 1 符号のミス

（6α＋州5α＋10占）0 0 0 AB＋CD＝（A＋C）（B＋D）

12α2－5占2 3 1 3
－30α占＋3α占＝0と計算

12α2－33αあー5占21 6 1 冊30αムニ3α占と計算

12α2－30α占＋3α占

－5占2までは正し〈
できるがまとめられ
ない項をまとめる

1 0 0 同類項をまとめる際のミス

その他 20 2 7

無 答 42 1 1

（11）幣肝旦旦二郎4
－13α＋16占

20

－13α－16占
20

4 0 1

符号のまちがい
13α＋16み

20
0 2 3

13α－16占

20
0 0 1

－13α＋16占 10 10 15 分母を払う

13α－16占，－13α－1鎚

1a＋1＄，＋3α－20占
4 0 3 分母を払い，しかも符号のまちがい

－13α－24占
20

1 4 0 分子＝4（3α－占）－25α－20占と計算

13α＋16占

20
0 0 4

二㌘＝一旦出と書き直す（？）α

その他 28 3 9

無 答 29 3 1

（12）（12α2ムー6α占）

÷6α占

－2α－1
2α 34 16 9 6α占÷6α占＝0と計算

駕砦－12 0 0 約分をしない

12α2ムー6αあ

甘
1 0 2， ′′ （分数の形にしただけ）

迦
占

1 0 0

12α2占÷6α占＝告6α占÷6α占＝0と計算
2αムー1 0 0 1 12α2占÷6α占＝2α占と計算

2α－6 0 0 0 6α占÷6αム＝6と計算

その他 0 0 0

無 答 37 5 3
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長日 、題
、正、′

答

誤答‡
誤答率

誤 答 の 内∵容 及 び 分 析
中1 中2 中3

（13）（3ズ＋2〉（2ズー7）

＋（2ズ＋1）2

1b㌔⊥1、3∬ご

㌦13′

10∬2－17ズ【13 5 19 0 （2ズ＋1）2＝4ズ2＋1と計算（（α＋占）2ニα2＋糾

（2ズ＋1）2を4∬2＋
1∧と計算

0 2v 0 J′

上以外で4ズ2

＋4こ右＋1と計
算しなかった

1 1 0 （2ズ＋1）2の展開のまちがい

（2∬、＋1）2をその
まま残した

2 1 1 （2∬＋1）2は展開しない

（3ぷ＋2）（2ズー9）
を6ズ……と計算
した

0 1～ 0 3二℃×2ズニ6ズと計算

その他 30 ン1白
i9

無 答 55 13 6

（14）（ズ＋〝…2）

（ズ∵γ＋2）
′′ズ2－〝2＋軸

∵4

ズ2－〝2【4
3 9 5 （α＋ムーC）（α【∂＋c）＝α2一占2…C2

∬2＋〝2－4

ズ2－ガ2＋2〟－4

∬2一ガ2丁和一4

∬2仰〟2一触＋4
左2＋ガ2＋4お－4

2 1 8
展開時に符号めまちがい

一部展開を忘れる

ズ2＋軸⊥4、 0 4 0 （α＋占）（α－占）＝α2一占2を一部に適用

ズ2…4
0 、0 0

〝と－〝を消去

ズ2 0 0 0 〟一2と…〟＋2を消去

ズ∴（〃く⊥2）2
′わ 0 3 （ガー2）2を展開しない

、ぷ2－鞘十2∬＋£ガ、

－㌔＋2封⊥2ズ＋2習
一紹で正し〈展開
したが後で間違った

2 3 2 展開後の整理でまちがい

その他 13 、3 15

無 答 74 35 15

（はαニ3，占＝－2，

c＝仰1のとき，

ぇ几二み2－4αCの値

16 ーB 5 0 1 4仰12と計算（c＝1と代入？）

8

∧
9 ン2 0

、（－2）2＝－4と計琴
－17

0 1 0
αとゐを逆に代入

†4
0 1 0 占2－4αC＝占2－4（α＋c）と計算

4 0 0 0

ナ 0 0 0

その他
、7

5 9

無 答 2 0 0

（16）3こじ－2ニ0のと

き，9∬2－6ふ…1

の値

－1
1

′
4 3 1 9ズ2－6ズ＝3諾あるいをま9尤2－6ズー1ニ（3ズー1）2

3、1′ 11 2 1 9∬2＝（9女）2と計算

7 1 3 0 3ズ＝…2よりズ＝…与と計算

1b喜
2 1 0

3ズー2ニ0より∬＝号と計算
その他 15 8 9′

無 答 14 9 4

ー
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問 題 正 答 誤 答
誤答率

誤 答 の 内 容 及 び 分 析
中1 中2 中3

（1功ズ＝1－′喜のと

き∬3－2ズ3－ズ

十3の値

3 5－′夏 1 2 3 （卜乃）3＝13－（乃）3，（1－乃）2＝12－（乃）2と計算

5－2′豆 0 0 0 与式＝ズ（㌔－2ズー1）＋3＝∬（∬－1）2＋3と計算

3＋′豆 0 1 3

－1
0 2 0

7⊥5v巧 0 2 1 （1－′喜）3のみを計算（？）

5＋2′豆 0 0 0

－1－2′夏
0 0、 0

その他 9 6 34

無 答 89 81 24

（1勾1くk3－21∬2－

7ズ〟を因数分解

せよ

てズ（2ズ2■－

3∬－〟）

2㌔－3㌔－ズダ 0 0 1 7で割る

2㌔－3∬－〝 0 0 0 7∬で割る

7（2㌔－3㌔－ユダ）0 3 2 7だけでく くる

式14㌔－21∬－7ガ）0 0 0 ∬だけでく くる

抽（2㌔－3ズー7ガ）0 0 2
〝の係数のまちがい

7ズ（㌔⊥3∬－〟）0 0 2 ズ2の係数のまちがい

7（㌔－2㌔一∬封）0 0 0

その他 7 4 8

無 答 88 57 18

（畑∬2＋4ズー5を因

数分解せよ

（ズ＋5）（ズ

－1）

ズ（∬＋4）－5
3 1 2 前の2項のみを因数分解

∬（ズ＋4一言）
0 0

勺1
（整式）×（有理式）の形に分解

（ズ十1）（ズー5）1 0 0 符号のまちがい

（∬－ユH∬－4）0 2 6 2数の和と積を逆につかまえる

ズ＝1，－5 0 0 1 方程式とまちがえる

そ′の他 4 3 1

無 答 89 61 1

¢ゆ6ズ2－11∬－10

を因数分解せ

よ

（2∬⊥5）（3

£＋2）

式6∬－11卜10 2 1 0 前2項のみを因数分解

純一1ト嘗）
0 0 1 （整式）×（有理式）の形に分解

（2ズ＋5）（3∬－2）0 2 0 符号のまちがい

（2∬－5）（3エー2）0 0 0 ／J

5 2

ズ【官，‾す
0 0 1 方程式とまちがえる

その他 3 3 16

無 答 92 71 1′8

糾∬2－2〝2十∬〝十

ガZ‾Z∬

（ズーy）（∬

＋2〝一之）

（∬一ダ）（ズ＋2ダ＋g）0 0 1 符号のまちがい

（∬一野）（ェー2ダーZ）0 0 2 ／J

その他 4 9 15

無 答 95 82 50

ー
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問 題 正 答 誤 答
誤答率

誤 答 の 内 容 及 び 分 析
中1 中2 中3

（22）4こ℃＋3＝－2∬＋

12

3

ズ‾首

9

∬＝官 2 1 1 4ズー2ズ＝9（移項のときの符号のまちがい）

5

ズ＝官
2 0 2 6こr＝12＋3（ J／ ）

2

ズ＝亨
3 1 0

6
6ズ＝9よりェニ盲

9
ズ】首 0 0 0

約分を忘れる

その他 7 0 6

無 答 16 1 0

（23）（；ご孟±5
∬＝3

訂＝－2

一方の方程式に
あてはまる

4 2 0 一方の解を求める際のまちがい

ズ，封の一方が正 4 3 1 一方から他方の解を‾求める際のまち
解 がい

ズ，訂の一方だけ
しか出してない

0 4 3 他方の解を出し忘れる

その他 5 1 2

無答 26 1 0

（24）（駕篭聖＿8
ズニ＝2

y＝－1

ズ＝14，ダニー17
2 3 0 し壬…；謁≡竺32より9ダー軸＝15＋（一32）

ズ＝2，〟＝1 0 3 3 ズ＝2を代入してぎを求める際の符号のまちがい
1

ズー官，ガニ1 0 1 3 17yニー17より〟＝1

一方の方程式に
あてはまる

3 0 0
一方の解を求める際のまちがい

∬，yの一方が正 4 2 2 一方から他方の解を求める際のまち
解 がい

∬，yの一方だけ
しか出してない

0 4 3 他方の解を出し忘れる

その他 8 3 4

無 答 45 5 1

短軸ズ2＝9
ェ＝3，…3 ∬＝ニ3 90 50 31 負の解を忘れる

ズ＝′百 2 0 0 √を開かない

ズニ＝仙3 0 0 0 正の解を忘れる

ズニ±ノラ 0 0 3

その他 0 1 1

無 答 5 1 0

伽）（3ズー2）（ズ＋1）

ニ0 ∬肘号，－1
ズ＝－1 30 24 2

一方の解のみ
2

ズニす
3 3 1

3

ズー盲 2 0 0
3

3∬…2＝0よりズ＝盲

1

∬‾言 0 0 0

ズ＝1 0 5 0
∬十1＝0よr）ェ＝叫1

解を2つ出した

が正し〈ない
2 0 1

その他 11 5 2

無 答 42 40 4

一 42 －



！問
題 正 答 誤 答

誤答率
誤 答 の 内 容 及 び 分 析

中1 中2 中3

（27）∬2－8ズ＋12＝0∬＝2，6 ズニ2 33 29 2
一方の解のみ（あてはめにより発見）

ズニニ6 13 6 0 ／J （ ′′ ）

ズ＝－4 1 2 0 ェー8＋12＝0より∬ニ冊4

ズ＝4 0 0 0
ェ…8＋12＝ニ0よりズ＝4

ズ＝20 0 0 0
ズー8－12＝0よりズニ20

12
ズ▼テ 0 0 1

12
ズー8ズ＋12＝0よりズ＝丁

解を2つ出した

が正しくない
0 2 0

その他 6 4 2

無 答 45 35 2

（2幼2ズ2－3∬一1＝0
＿3±′丁テ

ズー叩

4

∬＝1 8 3 0 2ズ2－3ズ十1ニ0としてあてはめ

ズニー1 4 3 0 卜1）2＝－1としてあてはめ，あるいほ2£－3ズー1ニ0

ズニ2 6 2 0 2∬…3－1＝0より∬ニ2

解なし 1 5 0 あてはめによって解が発見できない

ズ＝1，喜
0 2 3 2∬2－3ズ＋1＝（2ズ…1）（∬－1）＝0

－3±′行ズ＝＝…
4

0 0 3 解の公式のまちがい

解を2つ出した

が正しくない
0 1 2

その他 7 8 14

無 答 74 69 9

（2錦（ズ2－ズ）2－

5（ズ2－ズ）＋6

＝0

ズ＝2，－1，

呈土∠亘
2

ズ＝2，－1
またほその一方

0 7 15 あてはめによる一部の解の発見

ズニニ3 1 2 1 （ズ2一ズ）2－5（ズ2－ヱト6ニ0としてあてはめ

∬＝－3 1 0 0 （－3）2＝－9としてあてはめ

ズ＝一2
1 0 1

（ズ2－∬－2）（∬2一

ズ冊3）と因数分解
したが間違えた

0 1 1

因数分解を間
違えた

0 1 0

その他 16 3 11

無 答 83 83 26

（30）ズ3－3ズ2＋4∬－

4＝＝0

ズニ2，

泌
2

∬ニ2 16 13 13 あてはめによる一部の解の発見

7
ズ＝盲 1 0 0

7

ズー3＋4ズー4＝0よ【）ズニ首

ズ＝1
0 1 0 13＝3あるいはズ3を3ズとする

解なし 0 0 4－

ズ＝－1，2
0 1 1

ズ＝2，エ苧
0 0

1
解の公式のまちがい

その他 6 2 9

‡無 答 78 82 61

ー
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問 題 正 答 誤 答
誤答中

誤 答 の 内 容 及 び 分 析
中1 中2 中3

Oi）3∬－4≧6こじ十8 ∬≦－4 ∬≧－4 10 1 7 不等号の向きのまちがい

ズ＜－4
3 0 0 等号を忘れる

ズ ＞－4 0 0 0 不等号の向きが逆で等号を忘れる

∬≧号
0 2 3 3∬…6こ℃≧8…4よi）＋3ズ≦24

ズ≦4
0 0 5 マイナスを忘れる

ズ＝一4
2 1 1 方程式とまちがえる

その他 9 3 3

無 ′答 57 10 3

（32）〈…；二三≡J3
－2≦ズ＜2 ∬≧－2

3 2 3 2∬＋1≧一3のみを解く

ズ＜2 2 3 1 3こr－2＜4のみを解く

2＞ズ＜－2 0 0 0

ェ＜2，ズ≧…2 0 1 0 2つに分けてかく（まちがいではない）

】2≦∬＜3
0 5 2 3こr＜6よぎ）∬＜3と計算

ズ≦w2
2 1 0 2ズ≧－4よりズ≦－2と計算

解なし 0 0 3

その他 13 9 7

、無
答 66 12 4

（33）（ズー2）（ズ＋1）

＜0

－1＜ズ＜2 ズ＜2
8 13 ユ8

ズー2＜0のみを解く

1以下 4 3 0
ズ＜2より1以下と考える（？）

ズ＜－1
1 4 7

ズ＋1＜0のみを解く

ズ＜1 1 2 1

ズ＜2，ズ＜一1 0 2 且
∬＋1＜0，ズー2＜0よと）ズ＜2，ズ＜一1

ズ＞2
1 2 ヱ

－1≦ズ≦2
0 0 1 等号をつける

その他 20 11 13

無 答 66 55 15

（34）d＞0
こr

∬＜0，ズ＞1 ズ＞1 20 33 50 （分子）＝ズー1＞0よりズ＞1

ズ≧2
4 1 0 ＞1よi）2以上（ズ：≧2）と考える

ズ＜1 4 1 2
ズ＜0，ズー1＜0よりズ＜1

∬＞0 0 2 1 ズ＞0，∬－1＞0よr）ズ＞0

ズ＞…1
1 3 0

0＜∬＜1 1 1 1 旦音ユ＜0と考える

∬＜0 7 3 1

その他 14 10 12

無 答 48 45 17

（姻ズ2－3二r…4≦0 －1≦ズ≦4 ズ≦4 7 14 10 （ズ…4）（∬＋1）≦0よr）ズー4≦0

1≦∬≦4 0 0 1 （ズー4）（ズ…1）≦0と計算

ズ≦4，－1≦ズ
0 3 2 （ズー4）（ズ＋1）≦0よりズー4≦0，ズ＋1≦0

－1＜ズ＜4
0 3 3 等号を忘れる

その他 18 13 27

無 答 74 61 17
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〔Ⅳ〕誤答について

（彰有理数の計算

i）2号を2×号として計算した生徒が中2に少数いる。これは文字式の計算でAxB＝
ABのように“×”の記号を省略できることからの連想と思われる。

ii）48－（－7）ニ48－7とする誤りが全学年に少数ずついる。

iii）（－A）2＝－A2とする誤i）が一部見られる。ii）と合わせて，負の数の扱いに対する

ミスは多いようである。

② 無理数の計算

i）中1，中2では

′有±ノす＝ノ有言首丁

とする誤と′）が目立つ。また2重根号の計算では中3も，この種のまちがいをしている。

ii）
1

′万一′すの有理化を
′有一′首

A－B
とする誤F）が，一部見られる。

③ 整式の計算

i）（11）のような分数の計算において，分母を払ってしまう誤r）が全学年に目立つ。

これは方程式と混合していると思われる。

ii）（11）のような分数の計算で

－占＋c
ムーC

α α

のように符号の処理を誤る生徒もいる。

iii）（12）の除法において

A÷A＝0

とする誤l）が全学年に目立つ。

iv）（13）の展開において

（A＋B）2＝A2＋B2

とする誤r）が中2に多く見られる。

④ 式の低

i）有理数の計算と同様に

（－A）2ニーA2，Aズ2＝（Aズ）2

とする誤r）が，特に中1に目立つ。

ー
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ii）整式の計算と同様に

（′甘＋′す）2＝（′有）2＋（′首）2＝A＋B

とする誤r）が，中2，中3に少数いる。

（9 因数分解

i）（19）のズ2＋4ズー5の因数分解において

加えて4かけて”5となる2数

を ／／－5 ／／ 4 ／／

と逆につかまえて（∬－1）（ズー4）とする生徒が中3に少数いる。

ii）中1，中2では因数分解の意味がほっきl）つかめず

ズ2＋4∬－5＝ズ（ズ＋4）w5

とする誤書）が多い。

iii）中3では“＝0”とおいて方程式として解く生徒も少数いる。

⑥ 方程式

i）連立方程式（（23），（24））では，ズ，訂の一方しか求めない生徒が多い。

ii）（25）のズ2＝9では中1，中2だけでなく中3にも負の解を忘れる生徒が非常に多い。

これは安易にあてはめにより正の解のみを発見したからであろう。

iii）末習の方程式については，あてはめによって解を求めている生徒が多い。こ才lはま

たn次方程式に最大限n偶の解があるという認識がないことも示している。

⑦ 不等式

i）中1に負の数を乗除したときに不等号の向きを逆にしない誤l）が多い。

ii）（∬－α）（∬－β）＜0（α＜β）や芸当＜0（α＜β）の解をズ＜βとする掛）が見られる。
これは，いくつかの数をあてはめた結果から解を予想していること，不等式の解は

∬≧αという形しか習っていないことによるだろう。

iii）2次不等式において

AB＜0→A＜0，B＜0

とする誤りが，中2，中3にある。

以上の点について，次の様にまとめられる。

a）既習事項であるにもかかわらず，特に目立つ誤「）は（25）の

∬2＝9の解を∬＝3

とするものである。ニの点指導の上で強調していくと同時に，方程式の解の個数について

も，しっかりと理解させることが大切であろう。

－
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b）分数式の計算，因数分解，方程式ほそれぞれを混同しないように，違いを明確にして指

導していくことが大切であろう。

c）末習事項で目立つ誤l）は，

′有言訂＝′有±′官

（A＋B）2＝A2＋B2

などのように，線型であるものとして計算している場合である。これらの指導に当たって

は，この点を強調していくことであろう。

d）上記以外で，全体を通して多い誤i）は，符号の扱いの誤r）である。計算練習不足といえ

るかもしれない。今後，特に符号の扱いを中心とした計算練習も多くやる必要があるだろ

つ。

4．最後に

今回までの調査を通して，明らかに学年進行に伴い，計算力が定着していることを確認でき

た。また誤答の分析から各年を通じて，誤答に共通性があることもわかった。しかし一方で各

年特有の誤答もあった。これは指導法の違いに帰因することも考えられ，その意味から，よr）

すぐれた指導法を開発するための貴重な資料にもなるだろう。今後この調査を継続することに

よr），長期に渡る計算力の推移，及び定着度を調べていきたい。

以 上

－
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